
中学校統合について

2025年3月27日（木）総合教育会議資料

安芸高田市教育委員会

1

資料 2

2025年3月27日
総合教育会議



目次

2

1．概要
2．説明会の開催状況
3．保護者アンケートの結果
4．学校規模適正化推進計画（素案）の概要
5．パブリックコメントの実施状況
6．市長との対話集会の開催状況
7．生徒数の状況
8．未就学児の状況
9．今後の予定



1．概要

3

（1） 中学校統合の検討経過

小学校統合の実施状況や総合教育会議での意見調整を踏まえ、2020年度
から具体的に中学校統合の検討を始めた。

中学校統合について教育委員会で検討するとともに、説明会やアンケートを
実施し、保護者と情報を共有した。

中学校の教育条件の改善の観点を中心に据え、将来的に展望のある教育
環境の整備を目的に、第3期安芸高田市学校規模適正化推進計画（素案）を
作成した。また、計画（素案）に関して保護者・市民への説明会を開催し、パブ
リックコメントで意見を募集した。
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年度 回次 協議題

2020年度 第1回 （2）その他

2021年度 第1回 （2）中学校の統合問題の見通しと方向性について【非公開】

第2回 （2）中学校規模適正化に向けた検討について【非公開】

2022年度 第1回 （1）中学校規模適正化に向けた検討について

第2回 【非公開】

第3回 （2）中学校規模適正化について

2023年度 第1回 （2）第3期安芸高田市中学校規模適正化推進計画（素案）について

（2） 総合教育会議での意見調整状況（中学校統合関係）
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（3） 安芸高田市において望まれる学校規模

安芸高田市の学校規模について（答申）（2010年4月）より

○1学年複数学級

○1学級20名～30名程度

小・中学校の規模は、人間関係の固定化を避け、より多様なかかわりの中
で切磋琢磨してお互いが刺激しあい、柔軟な人間性や社会性を育めるよう、
また部活動を含めた自主活動でもより広い選択が可能になる環境を整備する
ため、クラス替えが可能な1学年で複数学級が確保できる規模が望まれる。

また、1学級あたりの人数は、多様な価値観に触れたり、よい意味での競争
心が生まれたりする環境や、体育での集団種目、音楽での合唱やブラスバン
ド等、集団で行うスポーツや文化芸術活動が可能になる、1学級20名から30名
程度が望まれる。
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（4） 中学校の配置計画【基本的な考え方】

第2期安芸高田市学校規模適正化推進計画（2016年3月改定）より

中学校の配置については、｢答申｣において「望まれる学校規模は1学年複
数学級、1学級20名から30名程度」とされていることを実現するために、第1期
の推進計画では、「市内2中学校とする。」とされていましたが、

○生徒数の更なる減少

○クラブ活動の種類が限定される状況

○学級数が少なくなるに従い、配置される教職員数が少なくなる状況

などから、その具体的な配置については、校数を含めて、小学校の実施状況
を勘案しながら然るべき時期に再度検討します。



2．説明会の開催状況
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回次 時期 説明内容 対象

第1回 2022年4月～6月 中学校規模適正化に向けた検討について 保護者

第2回
2022年12月
2023年4月

アンケート結果を踏まえた今後の中学校統合に
ついて

保護者

第3回 2023年6月～7月 教育内容編、学校施設編 保護者

第4回 2023年12月
第3回保護者説明会・アンケート（2023年7月実
施）の結果の報告等

保護者

第5回 2024年4月～5月
第3期安芸高田市学校規模適正化推進計画
（素案）等について

保護者・市民



3．保護者アンケートの結果
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回次 時期 対象

第1回 2022年6月～7月
市内小学校に通う児童の保護者

市内保育所・幼稚園に通う園児の保護者

第2回 2022年12月～1月
市内小学校に通う児童の保護者

市内保育所・幼稚園に通う園児の保護者

第3回 2023年7月
市内小学校に通う児童の保護者

市内保育所・幼稚園に通う園児の保護者

第4回 2023年12月
市内小学校の児童及び中学校の生徒の保護者
市内保育所・幼稚園に通う園児の保護者

のうち、説明会に参加またはweb視聴された保護者



4．学校規模適正化推進計画
（素案）の概要
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案 統合後の学校名（仮称） 対象校 場所 校舎

案1 安芸高田中学校 市内6中学校 吉田町内 新設

案2

安芸高田第1中学校
吉田中学校
八千代中学校
向原中学校

現吉田中学校 既設

安芸高田第2中学校
美土里中学校
高宮中学校
甲田中学校

現高宮中学校 既設



5．パブリックコメントの実施状況
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1 募集期間

2024年5月1日～5月31日

2 計画（素案）の閲覧場所

市ホームページ、教育委員会、各文化センター、各支所、各保育所等

3 意見を提出できる方

市内に住所を有する方、市内に通勤・通学されている方、市内に住所を有し
ていなくても市に関係のある方

4 提出された意見

総数 23件



6．市長との対話集会の開催状況
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テーマ：中学校統合について

対象 時期 回数 場所 参加者数

市民 11/19（火）～12/3（火）
12回

（各町×2回）
各文化センター 291名

生徒 1/8（水）～1/27（月）
6回

（各中学校×1回）
各中学校 47名

PTA連合
役員会

3/13（木） 1回 クリスタルアージョ 12名



7．生徒数の状況
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（1） 生徒数と学級数

生徒数（人） 学級数（クラス）

学校名 1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

吉田中 75 84 76 235 2 3 3 8

八千代中 31 28 33 92 1 1 1 3

美土里中 17 19 15 51 1 1 1 3

高宮中 9 10 15 34 1 1 1 3

甲田中 39 33 34 106 1 1 1 3

向原中 29 23 20 72 1 1 1 3

計 200 197 193 590 7 8 8 23

（2024年5月1日現在）



7．生徒数の状況
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（2） 生徒数の推移と予測（6校の合計）
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7．生徒数の状況
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（3） 1校に統合した場合の生徒数の予測
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8．未就学児の状況
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9．今後の予定

時期 内容 備考

3月27日（木） 総合教育会議 意見調整

4月以降 教育委員会会議
計画の議決
計画の周知
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